
な
お
、
公
民
連
携
に
お
け
る
公
募
や
入
札

等
は
、
当
該
法
令
及
び
区
が
定
め
る
各
種
規

定
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
従
っ
て
い
ま
す
。

行
政
と
民
間
と
の
橋
渡
し
役

大
田
区
公
民
連
携
デ
ス
ク

大
田
区
で
は
、
大
田
区
公
民
連
携
基
本
指

針
に
則
り
、
地
域
課
題
の
解
決
を
め
ざ
し
た

公
民
連
携
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
、
民
間
企
業
等
か
ら
の
提
案
や
相
談
を

広
く
受
け
付
け
る
窓
口
「
大
田
区
公
民
連
携

デ
ス
ク
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
当
デ
ス
ク

は
企
画
経
営
部
企
画
課
の
中
に
あ
り
、
ま
ず

こ
こ
に
お
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
内
容

に
適
し
た
庁
内
の
部
局
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
民

間
企
業
等
が
行
政
と
連
携
し
た
い
と
考
え
た

時
、
区
役
所
の
ど
の
窓
口
を
訪
ね
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
た

め
、
双
方
の
橋
渡
し
的
役
割
を
行
う
窓
口
と

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
民
間
企
業
等
と
部
局
と
の
間
で
公

民
連
携
の
取
り
組
み
が
う
ま
く
進
ん
で
い
か

な
い
場
合
に
は
、
当
デ
ス
ク
が
伴
走
を
し
て

軌
道
に
乗
せ
て
い
く
役
割
も
担
い
ま
す
。

大
田
区
公
民
連
携
S
D
G
s

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置

令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
12
月
12
日
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
や
分
野
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
場
と
し
て
、「
大

田
区
公
民
連
携
S
D
G
s
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
同
日
、
大
田
区
公
民
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
地
域
課
題
の

解
決
に
関
心
の
あ
る
大
田
区
内
外
の
民
間
企
業

等
32
団
体
が
参
加
し
、
区
の
公
民
連
携
の
考

え
方
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

公
民
連
携
の
取
り
組
み
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く

た
め
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
企
業
・
団
体
・

大
学
等
の
多
様
な
主
体
が
集
い
、
地
域
課
題

の
共
有
と
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
や
行
動

を
議
論
で
き
る
場
で
あ
り
、
区
内
で
の
公
民

連
携
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

参
加
い
た
だ
い
た
各
団
体
と
の
継
続
的
な
連

携
に
向
け
た
対
話
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
自

社
の
強
み
や
連
携
を
希
望
す
る
分
野
な
ど
を

記
入
す
る
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
情

報
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
企
業
等
の
強
み

と
行
政
の
課
題
等
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
連

携
し
た
取
り
組
み
の
実
現
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

対
話
を
重
ね
課
題
を
把
握
す

る
公
民
連
携
に
お
け
る
原
則

公
民
連
携
に
お
け
る
原
則
は
、
⑴
課
題

と
目
標
の
共
有
の
原
則
、
⑵
対
話
の
原

則
、
⑶
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保
の
原

則
、
⑷
ア
イ
デ
ア
保
護
の
原
則
、
⑸
役
割

分
担
お
よ
び
責
任
の
明
確
化
の
原
則
の
５

つ
で
す
。

⑴
は
区
と
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
双
方
が
課

題
と
目
標
を
正
し
く
共
有
す
る
こ
と
で
、

公
民
連
携
の
前
提
で
あ
り
、
第
一
歩
と
な

り
ま
す
。
⑵
は
区
と
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
が

対
話
を
重
ね
て
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
互

い
の
強
み
を
知
り
、
公
民
連
携
の
目
的
を

実
現
す
る
こ
と
で
す
。
⑶
は
、
常
に
公
平

性
・
透
明
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
行
政

が
民
間
企
業
等
と
連
携
す
る
こ
と
は
公
正

性
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
特

定
の
企
業
だ
け
で
は
な
く
広
く
連
携
の
提

案
を
受
け
付
け
、
公
民
連
携
の
各
段
階
に

お
い
て
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
こ

と
で
す
。
⑷
は
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
の
独
自

ア
イ
デ
ィ
ア
が
外
に
漏
れ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
適
切
に
保
護
す
る
こ
と
で
す
。
⑸

は
、
公
民
連
携
を
行
う
に
あ
た
り
責
任
が

曖
昧
に
な
ら
な
い
よ
う
、
役
割
分
担
や
責

任
を
明
確
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大田区公民連携フォーラムで使用した「大田区公民連携 SDGs プラットフォームのイメージ図」

大田区
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「
真
の
三
方
良
し
」
を
実
現
す
る

大
田
区
公
民
連
携
基
本
指
針

超
高
齢
社
会
の
到
来
、
個
人
の
価
値
観
の

多
様
化
、
加
速
度
的
に
進
展
す
る
情
報
化
社

会
、
さ
ら
に
は
未
曾
有
の
災
害
が
も
た
ら
す

危
機
的
状
況
な
ど
、
社
会
の
複
雑
性
が
増
す

中
で
の
地
域
課
題
の
解
決
は
、
困
難
さ
を
極

め
て
い
ま
す
。

大
田
区
は
こ
れ
ま
で
、
大
田
区
基
本
構
想

に
掲
げ
る
「
地
域
力
」
と
「
国
際
都
市
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
自
治
会
・
町
会
、
各
種
団

体
、
N
P
O
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
連
携
・
協
働
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
に
国
連
で
採

択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
S
D
G
s

な
ど
を
背
景
と
し
て
、
近
年
、
民
間
企
業
等

本
指
針
の
理
念
は
、
課
題
解
決
に
向
け
た

新
た
な
可
能
性
を
柔
軟
に
検
討
し
、
前
向
き

な
姿
勢
で
取
り
組
む
「
新
た
な
可
能
性
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
民
間
と
行
政
の
強
み
を
掛
け

合
わ
せ
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
で
相
乗
効
果

が
生
ま
れ
、
効
果
的
な
地
域
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
「
相
乗
効
果
の
創
出
」、
国
際
社
会
の

一
員
で
あ
る
区
と
民
間
企
業
等
が
区
民
サ
ー

ビ
ス
を
よ
り
広
い
視
点
か
ら
捉
え
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
の
共
有
」
の
３
つ
で
す
。

大
田
区
は
公
民
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
で

よ
り
、
民
間
企
業
等
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
構
築
で
き
、
行
政
は
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
向
上
し
、
区
民
は
生
活
の
質
が
向
上

す
る
と
い
う
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
「
真
の
三
方
良
し
」
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。

が
社
会
課
題
解
決
に
向
け
て
行
政
と
連
携
す

る
と
い
う
気
運
の
高
ま
り
を
捉
え
、
区
で
は

社
会
状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
民
間

企
業
等
と
の
連
携
を
一
層
推
進
し
て
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
平

成
31
（
2
0
1
9
）
年
１
月
、
区
と
民
間
企

業
と
の
連
携
に
係
る
区
の
基
本
的
な
考
え
方

を
示
し
た
「
大
田
区
公
民
連
携
基
本
指
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
４

（
2
0
2
2
）
年
１
月
に
は
、
本
業
を
通
じ
て

社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
事

業
機
会
を
生
み
出
し
経
済
的
利
益
に
つ
な
げ

る
C
S
V
の
手
法
で
S
D
G
s
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
大
き
な
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
企
業
等
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
な
が
ら
社

会
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
明
確
化
し
た

内
容
に
改
定
し
ま
し
た
。

 

区
と
民
間
企
業
等
の
強
み
を
掛
け
合
わ
せ
、魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

大
田
区
は
行
政
と
民
間
企
業
等
が
協
働
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
公
民
連
携
を
実
践
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
特
集
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
東
邦
大
学
と
連

携
し
た
感
染
症
対
策
、
東
急
㈱
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
公
民
双
方
の
強
み
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大田区の公民連携が目指すもの
強みを掛け合わせ、大田区をフィールドに新たな価値を生み出す

令和４年１月　民間企業等の社会貢献を主眼とした指針から、
企業等がビジネスをしながら社会課題の解決を図る
ことを明確化した指針に改定！

新たな可能性へチャレンジ、「大田区ならでは」の相乗効果による課題解決

大
田
区
の
公
民
連
携

●公共機関としての信用力

●地域でのネットワーク力・広報力

●公共空間やデータなどの様々な資源

●独自のノウハウ

●企業ブランド

●専門的な技術・知見
●スピード感公 民×

公と民の連携を広く、
深く、継続的にする
ための「三方良し」
の連携

企業・大学
・�社会課題の解決を
図る新たなビジネ
スモデルの構築

行�政
・�きめ細かい区民
サービスの提供
・区の魅力向上

区�民
・�きめ細やかな�
サービスの享受

・�地域経済の活性化

第11回
大田区

巻頭特集
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な
お
、
公
民
連
携
に
お
け
る
公
募
や
入
札

等
は
、
当
該
法
令
及
び
区
が
定
め
る
各
種
規

定
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
従
っ
て
い
ま
す
。

行
政
と
民
間
と
の
橋
渡
し
役

大
田
区
公
民
連
携
デ
ス
ク

大
田
区
で
は
、
大
田
区
公
民
連
携
基
本
指

針
に
則
り
、
地
域
課
題
の
解
決
を
め
ざ
し
た

公
民
連
携
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
、
民
間
企
業
等
か
ら
の
提
案
や
相
談
を

広
く
受
け
付
け
る
窓
口
「
大
田
区
公
民
連
携

デ
ス
ク
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
当
デ
ス
ク

は
企
画
経
営
部
企
画
課
の
中
に
あ
り
、
ま
ず

こ
こ
に
お
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
内
容

に
適
し
た
庁
内
の
部
局
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
民

間
企
業
等
が
行
政
と
連
携
し
た
い
と
考
え
た

時
、
区
役
所
の
ど
の
窓
口
を
訪
ね
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
た

め
、
双
方
の
橋
渡
し
的
役
割
を
行
う
窓
口
と

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
民
間
企
業
等
と
部
局
と
の
間
で
公

民
連
携
の
取
り
組
み
が
う
ま
く
進
ん
で
い
か

な
い
場
合
に
は
、
当
デ
ス
ク
が
伴
走
を
し
て

軌
道
に
乗
せ
て
い
く
役
割
も
担
い
ま
す
。

大
田
区
公
民
連
携
S
D
G
s

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置

令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
12
月
12
日
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
や
分
野
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
場
と
し
て
、「
大

田
区
公
民
連
携
S
D
G
s
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
同
日
、
大
田
区
公
民
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
地
域
課
題
の

解
決
に
関
心
の
あ
る
大
田
区
内
外
の
民
間
企
業

等
32
団
体
が
参
加
し
、
区
の
公
民
連
携
の
考

え
方
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

公
民
連
携
の
取
り
組
み
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く

た
め
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
企
業
・
団
体
・

大
学
等
の
多
様
な
主
体
が
集
い
、
地
域
課
題

の
共
有
と
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
や
行
動

を
議
論
で
き
る
場
で
あ
り
、
区
内
で
の
公
民

連
携
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

参
加
い
た
だ
い
た
各
団
体
と
の
継
続
的
な
連

携
に
向
け
た
対
話
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
自

社
の
強
み
や
連
携
を
希
望
す
る
分
野
な
ど
を

記
入
す
る
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
情

報
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
企
業
等
の
強
み

と
行
政
の
課
題
等
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
連

携
し
た
取
り
組
み
の
実
現
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

対
話
を
重
ね
課
題
を
把
握
す

る
公
民
連
携
に
お
け
る
原
則

公
民
連
携
に
お
け
る
原
則
は
、
⑴
課
題

と
目
標
の
共
有
の
原
則
、
⑵
対
話
の
原

則
、
⑶
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保
の
原

則
、
⑷
ア
イ
デ
ア
保
護
の
原
則
、
⑸
役
割

分
担
お
よ
び
責
任
の
明
確
化
の
原
則
の
５

つ
で
す
。

⑴
は
区
と
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
双
方
が
課

題
と
目
標
を
正
し
く
共
有
す
る
こ
と
で
、

公
民
連
携
の
前
提
で
あ
り
、
第
一
歩
と
な

り
ま
す
。
⑵
は
区
と
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
が

対
話
を
重
ね
て
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
互

い
の
強
み
を
知
り
、
公
民
連
携
の
目
的
を

実
現
す
る
こ
と
で
す
。
⑶
は
、
常
に
公
平

性
・
透
明
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
行
政

が
民
間
企
業
等
と
連
携
す
る
こ
と
は
公
正

性
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
特

定
の
企
業
だ
け
で
は
な
く
広
く
連
携
の
提

案
を
受
け
付
け
、
公
民
連
携
の
各
段
階
に

お
い
て
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
こ

と
で
す
。
⑷
は
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
の
独
自

ア
イ
デ
ィ
ア
が
外
に
漏
れ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
適
切
に
保
護
す
る
こ
と
で
す
。
⑸

は
、
公
民
連
携
を
行
う
に
あ
た
り
責
任
が

曖
昧
に
な
ら
な
い
よ
う
、
役
割
分
担
や
責

任
を
明
確
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大田区公民連携フォーラムで使用した「大田区公民連携 SDGs プラットフォームのイメージ図」
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き
店
舗
と
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
）
で
す
。

池
上
本
門
寺
通
り
商
店
会
入
口
に
ま
ち
づ
く

り
推
進
拠
点
「
S
A
N
D 

B
Y 

W
E
M
O
N 

P
R
O
J
E
C
T
S
（
３
年
間
の
期
間
限
定
の

た
め
令
和
４
〈
2
0
2
2
〉
年
１
月
末
閉

店
）」
を
開
設
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
空
き

店
舗
と
地
元
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
例
と

な
っ
た
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
の
「
つ
な
が
る

w
a
c
c
a
」、
空
き
区
画
と
い
う
地
域
資
源
と

地
域
外
の
事
業
者
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
事
例
と

な
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
・
探
求
学
習
塾
「
た

く
ら
み
荘
」、
利
用
者
が
書
籍
を
自
由
に
設

置
・
販
売
で
き
る
本
屋
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
」

な
ど
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
き
っ
か
け
に
新
し
い
拠
点
が
誕
生
し
、
地
域

活
性
へ
と
つ
な
が
る
流
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

大
田
区
は
、
今
後
も
多
く
の
団
体
と
公
民

連
携
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
い
ず
れ
は
公

民
連
携
が
さ
ら
に

浸
透
し
、
行
政
と

民
間
が
当
た
り
前

に
協
力
し
合
え
る

自
治
体
と
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま

す
。

地
域
活
性
へ
と
つ
な
げ
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

大
田
区
と
東
急
株
式
会
社
は
、
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
連
携
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
平
成
31
（
2
0
1
9
）
年
３
月
、

地
域
力
を
活
か
し
た
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
共
同
で
推
進
す
る
た
め
に
基
本
協

定
（
包
括
連
携
協
定
）
を
締
結
し
、
こ
の
協

定
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
の
第
１
弾

と
し
て
、
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
５
月
か

ら
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
３
月
末
ま
で
、

池
上
駅
周
辺
を
モ
デ
ル
地
区
と
す
る
「
池
上

エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み

は
、
地
域
資
源
の
発
掘
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
拠
点
の
開
設
、
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
や
W
e
b
サ
イ
ト
を
用
い
た
情
報

発
信
）、
地
域
の
自
立
的
な
発
展
に
資
す
る

ま
ち
づ
く
り
人
材
の
育
成
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
人
材
の
掘
り
起
こ
し
、

店
舗
オ
ー
ナ
ー
や
商
店
主
等
を
対
象
と
し
た

勉
強
会
の
開
催
）、
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
（
空

・�

お
お
た
区
民
大
学
の
共
同
運
営

（
国
立
大
学
法
人
東
京
工
業
大
学
）

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の

提
供
協
力
（
学
校
法
人
片
柳
学
園
）

・�

区
内
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
店
舗
に
お
け

る
区
政
情
報
誌
「
お
お
た
区
報
」
の

配
架
お
よ
び
A
E
D
設
置
協
力
（（
株
）

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
）

・�

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
大
森
店
で
の

大
田
区
P
R
ラ
ッ
ピ
ン
グ
自
販
機

の
設
置
、
子
育
て
を
テ
ー
マ
と
し

た
連
携
イ
ベ
ン
ト
「
大
田
区
ナ
ナ

ハ
ト
学
校
」
の
開
催
（
株
）
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
）

・�

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
（
駐
車

場
で
の
洗
車
サ
ー
ビ
ス
）
へ
の
協

力
、
福
祉
作
業
所
生
産
品
の
販
売

会
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
出
張
相
談
会
、
乳
が
ん
検
診

お
よ
び
啓
発
事
業
へ
の
協
力
（
マ

チ
ノ
マ
大
森
）

・�

区
内
東
急
ス
ト
ア
店
舗
で
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
出
張
相
談

会
、
双
方
の
若
手
職
員
を
主
体
と
し

た
勉
強
会
の
実
施
（
東
急
（
株
））

・�

職
員
向
け
健
康
イ
ベ
ン
ト
、「
O
T
A

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
で
の
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
と
事
業
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、「
成
人
の
つ
ど
い
」（
成
人
式
）

で
の
日
本
生
命
卓
球
部
所
属
選
手
に

よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
協
力
（
日

本
生
命
保
険
相
互
会
社
）

・�

高
齢
者
施
設
で
の
M
Y
定
期
講
座

の
実
施
（
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
）

・�

動
画
に
よ
る
情
報
発
信
の
提
案
・

意
見
交
換
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
の
提
供
協
力
（
キ
ヤ

ノ
ン
（
株
）、
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
（
株
））

・�「
O
T
A
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
へ

の
会
場
提
供
（
京
急
開
発
（
株
））

※�

紹
介
し
た
取
り
組
み
は
一
部
で
現

在
は
終
了
し
て
い
る
事
業
も
あ
り

ま
す
。
大
田
区
で
は
現
在
、
民
間

企
業
等
15
団
体
（
大
学
・
病
院
４
、

企
業
11
）
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

 

区
と
東
急
株
式
会
社
と
の
連
携
に
よ
る
池
上
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そのほかの公民連携の取り組み

大田区の若手職員と東急株式会社の若
手社員が定期的に勉強会を実施
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問
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
飲
食
店
の
厳

し
い
現
状
を
見
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
感
染

症
対
策
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
令
和
３
年
度
に
は
飲
食
店
で
の
取
り
組
み

を
広
く
伝
え
る
た
め
、
居
酒
屋
、
カ
ラ
オ
ケ

ス
ナ
ッ
ク
、
シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
な
ど
で
の
感
染

症
対
策
の
様
子
を
取
材
し
た
動
画
を
東
邦
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
し
た
。

大
半
が
従
業
員
９
人
以
下
の

町
工
場
に
お
け
る
感
染
症
対
策

大
田
区
内
に
は
4
0
0
0
余
り
の
町
工
場

が
あ
り
、
大
半
が
従
業
員
９
人
以
下
の
事
業

所
で
す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
は
経
営
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
騒
音
な

ど
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
窓
が
開
け
ら
れ

ず
換
気
が
し
に
く
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
区
内
の
産
業

団
体
と
連
携
し
、
各
事
業
者
の
皆
様
に
効
果

的
か
つ
継
続
可
能
な
感
染
症
対
策
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
前
出
の
舘
田
教
授
を
町
工

場
へ
お
招
き
し
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
頃
の

感
染
症
対
策
に
関
す
る
不
安
や
疑
問
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

様
子
を
動
画
に
ま
と
め
、
区
内
産
業
団
体
へ

区
民
の
命
と
生
活
を
守
る

官
学
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
先
行
き
が
見
通
せ
な
い

中
、
区
民
73
万
人
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
課
題
と
し
て
い
た
大
田
区
は
、
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年
、
感
染
症
の
問
題
に

取
り
組
み
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据

え
た
行
財
政
運
営
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
た

め
、
東
邦
大
学
と
培
っ
て
き
た
連
携
の
力
を

活
か
し
、
同
学
内
に
寄
付
講
座
「
地
域
連
携

感
染
制
御
学
講
座
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
次
に
掲
げ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
⑴
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
く
区
内
感
染

状
況
の
把
握
を
通
し
た
政
策
形
成
。
⑵
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
産
官
学
連
携
促
進
に

向
け
た
助
言
。
⑶
区
民
や
事
業
者
に
向
け
た

感
染
対
策
等
の
広
報
・
啓
発
。
⑷
職
員
全
体

の
感
染
症
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
。
⑸
緊
急
時
の

官
学
連
携
活
動
。

レ
ス
ト
ラ
ン
や
居
酒
屋
な
ど

飲
食
店
に
お
け
る
感
染
症
対
策

令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
11
月
、
政
府
専

門
家
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
東
邦
大
学
医
学
部

教
授
の
舘
田
一
博
氏
に
区
内
の
飲
食
店
を
訪

情
報
提
供
し
ま
し
た
。

小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た

感
染
症
対
策
の
特
別
授
業

令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
12
月
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
第
６
波
に
備
え
、

区
立
山
王
小
学
校
に
舘
田
教
授
ら
専
門
家
を

お
招
き
し
、
５
年
生
児
童
1
2
0
名
を
対
象

に
感
染
症
の
理
解
を
深
め
る
特
別
授
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
講
義
後
の
児
童
か
ら
の
お
礼

の
あ
い
さ
つ
で
は
「
寝
不
足
や
偏
っ
た
食
生

活
を
し
て
い
る
と
、
白
血
球
の
働
き
が
弱
ま

り
感
染
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

規
則
正
し
い
生
活
を
し
、
基
本
的
な
感
染
症

対
策
を
続
け
た
い
」
と
の
感
想
が
あ
り
、
舘

田
教
授
ら
専
門
家
た
ち
も
拍
手
で
受
け
止
め

ま
し
た
。
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
３
月
に

は
特
別
授
業
の
第
２
回
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
別
授
業
の
様
子
を
動
画
に
収
め
、
区

内
の
小
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
開

し
ま
し
た
。

区
職
員
を
対
象
と
し
た

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム

区
内
に
お
け
る
組
織
的
か
つ
持
続
的
な
感

染
症
対
策
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
区
職
員

が
東
邦
大
学
で
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ

履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
※
）
と
し
て
、
令
和
３

年
度
よ
り
「
地
域
に
お
け
る
感
染
症
対
策
エ

キ
ス
パ
ー
ト
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
の
基
礎
か
ら
専
門

的
知
識
ま
で
を
系
統
立
て
て
学
び
、
大
田
区

に
お
け
る
持
続
可
能
な
感
染
症
対
策
を
構
築

で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
の
が
目
的
で

す
。受

講
者
は
感
染
症
に
関
す
る
基
礎
知
識
を

持
ち
、
組
織
内
で
感
染
症
対
策
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
対
策
を
立
案
で
き
、
地
域
住
民
へ
の
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
等
が
で
き
る
能
力
が
養
わ

れ
ま
す
。
講
義
は
30
時
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ま

た
は
対
面
講
義
と
30
時
間
の
演
習
で
構
成
さ

れ
、
さ
ら
に
２
回
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
か
ら
４
年
度
で
さ
ま
ざ
ま
な
部
署

に
所
属
す
る
計
10
名
の
区
職
員
が
参
加
し
、

感
染
症
対
策
の
知
識
を
活
か
し
た
施
策
形
成

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

 

東
邦
大
学
医
学
部
に
地
域
連
携
感
染
制
御
学
講
座
を
設
置
し
、
感
染
症
対
策
を
実
施

※�履修証明プログラムは、平成 19年の学校教育法改正により創設された履修証明制度です。主に社会人等を対象として、人材育成の目的に応じた講習を体系的に
編成されています。本プログラム修了者には東邦大学から履修証明書が交付されます。
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き
店
舗
と
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
）
で
す
。

池
上
本
門
寺
通
り
商
店
会
入
口
に
ま
ち
づ
く

り
推
進
拠
点
「
S
A
N
D 

B
Y 

W
E
M
O
N 

P
R
O
J
E
C
T
S
（
３
年
間
の
期
間
限
定
の

た
め
令
和
４
〈
2
0
2
2
〉
年
１
月
末
閉

店
）」
を
開
設
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
空
き

店
舗
と
地
元
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
例
と

な
っ
た
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
の
「
つ
な
が
る

w
a
c
c
a
」、
空
き
区
画
と
い
う
地
域
資
源
と

地
域
外
の
事
業
者
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
事
例
と

な
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
・
探
求
学
習
塾
「
た

く
ら
み
荘
」、
利
用
者
が
書
籍
を
自
由
に
設

置
・
販
売
で
き
る
本
屋
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
」

な
ど
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
き
っ
か
け
に
新
し
い
拠
点
が
誕
生
し
、
地
域

活
性
へ
と
つ
な
が
る
流
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

大
田
区
は
、
今
後
も
多
く
の
団
体
と
公
民

連
携
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
い
ず
れ
は
公

民
連
携
が
さ
ら
に

浸
透
し
、
行
政
と

民
間
が
当
た
り
前

に
協
力
し
合
え
る

自
治
体
と
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま

す
。

地
域
活
性
へ
と
つ
な
げ
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

大
田
区
と
東
急
株
式
会
社
は
、
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
連
携
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
平
成
31
（
2
0
1
9
）
年
３
月
、

地
域
力
を
活
か
し
た
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
共
同
で
推
進
す
る
た
め
に
基
本
協

定
（
包
括
連
携
協
定
）
を
締
結
し
、
こ
の
協

定
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
の
第
１
弾

と
し
て
、
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
５
月
か

ら
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
３
月
末
ま
で
、

池
上
駅
周
辺
を
モ
デ
ル
地
区
と
す
る
「
池
上

エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み

は
、
地
域
資
源
の
発
掘
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
拠
点
の
開
設
、
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
や
W
e
b
サ
イ
ト
を
用
い
た
情
報

発
信
）、
地
域
の
自
立
的
な
発
展
に
資
す
る

ま
ち
づ
く
り
人
材
の
育
成
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
人
材
の
掘
り
起
こ
し
、

店
舗
オ
ー
ナ
ー
や
商
店
主
等
を
対
象
と
し
た

勉
強
会
の
開
催
）、
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
（
空

・�

お
お
た
区
民
大
学
の
共
同
運
営

（
国
立
大
学
法
人
東
京
工
業
大
学
）

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の

提
供
協
力
（
学
校
法
人
片
柳
学
園
）

・�

区
内
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
店
舗
に
お
け

る
区
政
情
報
誌
「
お
お
た
区
報
」
の

配
架
お
よ
び
A
E
D
設
置
協
力
（（
株
）

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
）

・�

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
大
森
店
で
の

大
田
区
P
R
ラ
ッ
ピ
ン
グ
自
販
機

の
設
置
、
子
育
て
を
テ
ー
マ
と
し

た
連
携
イ
ベ
ン
ト
「
大
田
区
ナ
ナ

ハ
ト
学
校
」
の
開
催
（
株
）
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
）

・�

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
（
駐
車

場
で
の
洗
車
サ
ー
ビ
ス
）
へ
の
協

力
、
福
祉
作
業
所
生
産
品
の
販
売

会
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
出
張
相
談
会
、
乳
が
ん
検
診

お
よ
び
啓
発
事
業
へ
の
協
力
（
マ

チ
ノ
マ
大
森
）

・�

区
内
東
急
ス
ト
ア
店
舗
で
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
出
張
相
談

会
、
双
方
の
若
手
職
員
を
主
体
と
し

た
勉
強
会
の
実
施
（
東
急
（
株
））

・�

職
員
向
け
健
康
イ
ベ
ン
ト
、「
O
T
A

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
で
の
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
と
事
業
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、「
成
人
の
つ
ど
い
」（
成
人
式
）

で
の
日
本
生
命
卓
球
部
所
属
選
手
に

よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
協
力
（
日

本
生
命
保
険
相
互
会
社
）

・�

高
齢
者
施
設
で
の
M
Y
定
期
講
座

の
実
施
（
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
）

・�

動
画
に
よ
る
情
報
発
信
の
提
案
・

意
見
交
換
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
の
提
供
協
力
（
キ
ヤ

ノ
ン
（
株
）、
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
（
株
））

・�「
O
T
A
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
へ

の
会
場
提
供
（
京
急
開
発
（
株
））

※�

紹
介
し
た
取
り
組
み
は
一
部
で
現

在
は
終
了
し
て
い
る
事
業
も
あ
り

ま
す
。
大
田
区
で
は
現
在
、
民
間

企
業
等
15
団
体
（
大
学
・
病
院
４
、

企
業
11
）
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

 

区
と
東
急
株
式
会
社
と
の
連
携
に
よ
る
池
上
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そのほかの公民連携の取り組み

大田区の若手職員と東急株式会社の若
手社員が定期的に勉強会を実施

大田区

取材協力／大田区
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